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平成 23 年度京都府統計グラフコンクール入賞作品

京都市長賞

京都新聞社賞

京都府教育委員会教育長賞

KBS京都賞

京都市教育委員会教育長賞

第 2 部

一燈園小学校３年生
原口　桃和さん

第 1 部

与謝野町立加悦小学校 1 年生
藤田　小瑚さん

第 3 部

長岡京市立長法寺小学校 5 年生
塩入　美波さん 

第 3 部

与謝野町立加悦小学校 6 年生
蔭山　大智さん

パソコン統計グラフの部

京都市立伏見工業高等学校 2 年生 
村山　和佳奈さん



平成 23年度京都府統計グラフコンクール入賞作品

佳　　作

第 1部

亀岡市立大井小学校 1年生
森田　真菜さん

パソコン統計グラフの部

京都市立伏見工業高等学校 2年生
新井　健一さん

第 2部

京都市立音羽川小学校 4年生
佐野　陽大さん

パソコン統計グラフの部

京都市立伏見工業高等学校 2年生 
月本　嵐さん

第 4部

立命館宇治中学校1年生
徳田　佳奈子さん

① 「たんごとなはのお天気しらべ」（小学校１・２年生の部） 
京丹後市立鳥取小学校・２年生  宇野 遥香 さん 

② 「商店街のエコ活動」（小学校３・４年生の部） 
京都市立岩倉南小学校・４年生  佐藤 正嶺 さん

③ 「守ろう自然 in 与謝野」（小学校５・６年生の部） 
与謝野町立山田小学校・５年生  塩見 璃子さん 足立 和音さん

④ 「でんき予報の効果」 （中学生の部） 
立命館宇治中学校・１年生  廣瀨　紗千さん   

⑤ 「古墳のメッカ、丹後」（パソコン統計グラフの部） （第59回統計グラフ全国コンクール奨励賞）  
与謝野町立加悦小学校・６年生  藤田 桂さん

京都府知事賞は各部１点（23年度は第５部該当なし）。京都市長賞、京都府教育委員会教育長賞、 
京都市教育委員会教育長賞、京都新聞社賞、KBS京都賞は、各 1点。佳作は数点（23年度は５点）。

部門 応募資格
入賞作品数
（人数）

応募作品数
（人数）

部門 応募資格
入賞作品数
（人数）

応募作品数
（人数）

第１部 小学校１・２年生 ３（３） 高校生以上・一般 － （－）

第２部 小学校３・４年生 ３（３）

第３部 小学校５・６年生 ３（４）
パソコン統計
グラフの部

小学生以上・一般 ４（４）

第４部 中 学 生 ２（２）

７（11） 第５部

19（19）

51（54）

238（238） 合　　計 15（16）

－ （－）

75（224）

390（546）

平成 23年度京都府統計グラフコンクール入賞作品 

① ② ④

⑤

表紙は、平成 2３年度統計グラフコンクー

ル京都府知事賞入賞作品です。 

なお、知事賞以外の入賞作品は、56頁か

ら掲載しています。 

統計グラフコンクールは、府民のみなさん

の統計知識の普及と統計の表現技術の研さん

を目的に毎年募集しています。 

詳しくは、京都府ホームページ（「京都府

統計なび」で検索できます。）をご覧いただ

くか、下記へお問い合わせください。

（募集要領は５月頃公表、締切は９月上旬） 

【問い合わせ先】 

京都府政策企画部調査統計課 

電話 075-414-4487 

FAX 075-414-4482

③



平成 2３年度

府民のくらし
統計でみる

京都府

統計ってどうして必要なの？ 

－総務庁統計局・統計センター監修「統計のおはなし」から－

統計相談は統計資料室へ TEL（075）414-4483 

アドレス　http://www.pref.kyoto.jp/t-ptl/index.html

インターネットでも統計データを提供中。  

京都府統計なび 検索

平成 23 年度 

統計でみる 府民のくらし
印 刷 発 行 
編集・発行

京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 
電話（075）414-4487　FAX（075）414-4482 

「統計は未来をひらく道しるべ」と
いわれます。
これはどういう意味なのでしょう。
統計がなぜ必要なのかを、一緒に
考えてみることにしましょう。
◆統計は現在をうつす鏡
　統計には、二つの大きな役割が
あります。一つ目は現在の国の状
態を正確に知るための手段として
の意味。この面から統計は、「現在
をうつす鏡」といわれます。私た
ち国民一人ひとりが現在置かれて
いる状況や、世界の中で日本が置
かれている状況を正確に知るため
になくてはならないものです。
◆統計は未来をひらく道しるべ
　二つ目は、これからの日本の社
会・経済発展の方向を探るための
手段という意味です。国や地方自
治体は、現在の社会・経済・文化
の実態が数字で表わされた統計を
資料として役立て、日々、行政に
活用しています。これらの面から
統計は「未来をひらく道しるべ」
といわれるのです。
◆統計は羅針盤
　統計はまた、目立たないけれど
必要不可欠なものであるという意
味で「空気」にたとえられたり、
国を船に見立てて「羅針盤」にた
とえられることもあります。

「小さな協力　大きな役目　統計はあなたが主役」

平成 24 年３月
京都府政策企画部調査統計課 

（現総務省統計局・独立行政法人統計センター）
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